
勝利の方程式と言えば、（元）岡田監督時代の『阪神タイ
ガースの勝利の方程式ＪＦＫ』が有名でした。先発ピッ
チャーが６回まで投げてリードしていれば、７回はＪウイリアム
ス、８回はＫ久保田、９回はＦ藤川が抑えて＝勝利の運びと
なり、六甲おろしの大合唱へのシナリオが常に成立していま
した。 ところが、（現）和田監督のタイガースも、そして（現）
岡田監督のオリックスも新たな勝利の方程式を見い出せて
いません。それ程、勝利の方程式を作り上げることは難しい
もののようです。皆が一丸となって、知恵と工夫と努力を傾
注し、ＤＩＹ（手作り）でないと、完成出来ないもののようです。
ここで、（ＤＩＹ）は、Do it yourself の略で、自分（たち）で
作り上げる、手作りの、といった意味と思ってください。
翻って、現在のロータリークラブにおける会員増強の問

題点の幾つかは、過去２年間のアンケートの分析で少しず
つ明らかになっております。

（1）新入会員数は思いのほかある。
（2）それを、上回る退会者数がある。
（3）そのために、会員数の減少傾向が15年間続いたままで

回復の兆候は一向に見えない。
ここから言えることは、
〈1〉新入会員を増やすと言うスローガンだけではダメである。
〈2〉退会防止のスローガンも、同時に必要である。
〈3〉退会防止のためには、『奉仕の理想に集いし友が、皆

が参加して、尊敬しあえるような、真に意義のある、理想
の奉仕を、実践し、精進し、具現化して行く』「例会」の
充実が必須でありましょう。
そこで、6月２日（土）、大阪科学技術センターにて行われ

ました、今年度の「RI第2660地区クラブ奉仕・拡大増強セミ
ナー」での各ロータリークラブからの貴重で具体的な事例
発表からは、次のような、勝利の方程式が考えられます。

ここで、
＜１：会員増強の最大化＞ のための諸方策としては、
①会長が、スローガンを掲げ、目標を、明確に、宣言する。
②スーパーマンを見つけ＋超若手を兼任で、或いは経験者
を登用して、会長ブレーンチームを結成し、諸施策を立案、
実行、改善し、実施して行く。
③まず年度初めに、全員に、候補者をリストアップしてもらう。
④候補者へのアプローチの優先順位を、会員増強委員会
と当該の会員と共に、検討しておく。「異業種交流に興味
はありませんか」「有名な方と毎週会えますよ」「野球選
手として甲子園デビューしませんか」「囲碁同好会があり
ますよ」「会長さん、社長さん、医師、弁護士など超一流
がそろっていますよ」「・・・」
⑤「会費が高そうですね」に対しては「・・・」「毎週出席はつらい
ですが」に対しては「・・・」等々の問答集を、用意しておく・・・
⑥話のキッカケとして、パンフレットは有効。
⑦毎月定期的に、進捗管理をして、常に前向きに推進して行く。
⑧その他

＜２：退会者の最少化＞
①声掛けとフォローアップ
②クレーム対応、クレーム処理
③その他

＜３：奉仕の理想を具現化する「例会」の充実＞
（1）年間の「例会」および「卓話」を、おおよそ、次の５項目①

②③④⑤に回数を分配する。
（2）各人の卓話テーマは、会場監督と相談立案の上、出来
るだけ早期に、卓話テーマを公開して、早い時期から
周知し、期待してもらうようにする。
①「奉仕」：テーマ名、意義、目標、実施方法、期待でき
る成果、社会的評価など、
②「異業種交流」：自分の生業を丁寧に紹介し、異業
種交流の参考になるように心掛ける。
③「友好」
④「ロータリーを知る」「ロータリーを理解する」「ロータ
リーでの理想の先輩とは」・・・
さらには、
⑤「学びの例会」：教養を高めるため、時事問題などを
取り上げる、等々。

各クラブ様におかれましては、手作りで、独自の勝利の方
程式を確立させ、実施して、実効を上げていただくに当って
の、参考にしていただければ、誠に幸いに存じます。


